
熊
本
県
松
橋
収
蔵
庫

企
画
展
示
資
料
集

肥
後
辛
島
家
の
ひ
と
び
と

1



こぼれ話① 〜⾟島家の家紋〜
⾟島家の家紋は、もともと「鱗形に⼀⽂字」でしたが、天和

３年（1683）９⽉に「鱗形に⽟⼀つ」に改められています。
これに先⽴つ天和元年（1681）に第４代・道

どう

珠
しゆ

が熊本藩に
学問師役として登⽤されており、この出来事と関係あるのかも
しれません。
この「鱗形に⽟⼀つ」は、現在も⾟島家の家紋として使⽤

されています。
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ご
あ
い
さ
つ

肥
後
⾟
島
家
は
、
江
⼾
時
代
か
ら
明
治
・
⼤
正
時
代
に
か
け
て
、
熊
本
藩
校
・
時
習
館
の
教
員
や
熊
本

市
⻑
を
輩
出
し
、
現
在
も
熊
本
市
中
央
区
の
⾟
島
町
・
⾟
島
公
園
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

肥
後
⾟
島
家
に
伝
来
し
た
資
料
群
は
、
熊
本
県
⽴
第
⼀
⾼
等
学
校
で
⻑
く
教
鞭
を
と
っ
た
⾟
島
信
⼦
⽒

の
逝
去
後
、
御
遺
族
に
よ
り
熊
本
県
に
寄
贈
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
熊
本
県
松
橋
収
蔵
庫
に
お
い
て
整
理
・
調

査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
成
果
の
⼀
環
と
し
て
、
肥
後
⾟
島
家
の
歴
代
当
主
の
著
作
物
、
近

代
熊
本
市
政
関
係
資
料
、
⾟
島
家
と
交
流
が
あ
っ
た
⼈
物
ゆ
か
り
の
資
料
を
展
⽰
し
、
歴
代
当
主
と
そ
の

業
績
を
紹
介
す
る
企
画
展
⽰
﹁
肥
後
⾟
島
家
の
ひ
と
び
と
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
展
⽰
を
通
し
て
、
多
数
の
県
⺠
の
皆
様
に
、
熊
本
の
歴
史
に
確
か
な
⾜
跡
を
残
し
た
肥
後
⾟
島
家
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
御
⼦
孫
の
皆
様
に
も
県
内
外
か
ら
多
数

御
来
館
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
寄
贈
等
の
御
芳
志
に
多
少
な
り
と
も
お
応
え
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
展
⽰
資
料
の
解
説
に
加
え
、
⾟
島
家
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
る
﹁
⾟
島
⽒
家
系
﹂
等
を
資

料
編
と
し
て
収
録
し
、
展
⽰
資
料
集
と
し
て
刊
⾏
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
展
⽰
開
催
及
び
本
書
編
集
に
あ
た
り
、
御
協
⼒
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
⼆
⼗
五
年
六
⽉

熊
本
県
企
画
振
興
部
地
域
・
⽂
化
振
興
局

⽂
化
企
画
課
⻑

吉
永
明
彦
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凡

例

・
本
書
は
、
熊
本
県
松
橋
収
蔵
庫
に
お
い
て
平
成
⼆
⼗
五
年
⼀
⽉
七
⽇
か
ら

三
⽉
九
⽇
ま
で
開
催
し
た
﹁
肥
後
⾟
島
家
の
ひ
と
び
と
﹂
の
資
料
集
と

し
て
作
成
し
た
。

・
本
書
の
資
料
番
号
と
展
⽰
の
順
序
は
、
必
ず
し
も
⼀
致
し
な
い
。

・
⾟
島
家
歴
代
当
主
名
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
通
称
を
⽤
い
た
。

・
展
⽰
資
料
解
説
は
、
近
世
資
料
を
⽥
中

た

な

か

孝
⾏

た
か
ゆ
き

︵
熊
本
県
⽂
化
企
画
課
︶
、

近
現
代
資
料
を
松
本

ま
つ
も
と

晃
世

あ

き

よ

︵
同
︶
が
担
当
し
た
。

・
資
料
編
は
、
⽥
中
が
担
当
し
た
。

・
編
集
は
、
⽥
中
と
松
本
が
担
当
し
た
。

・
ｗ
ｅ
ｂ
版
︵
ｐ
ｄ
ｆ
フ
ァ
イ
ル
︶
は
、
刊
⾏
物
と
は
⼀
部
内
容
が
異
な
り
、

写
真
の
解
像
度
を
下
げ
て
あ
る
。

⽬
次

ご
あ
い
さ
つ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３

展
⽰
資
料
解
説

⾟
島
家
の
ひ
と
び
と
︵
近
世
︶
・
・
・
・
・
５

⾟
島
家
の
交
流
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

⾟
島
家
の
ひ
と
び
と
︵
近
現
代
︶
・
・
・
・

資
料
編

⾟
島
家
系
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

⾟
島
格
略
歴
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

⾟
島
知
⼰
履
歴
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

肥
後
⾟
島
家
歴
代
当
主
⼀
覧
・
・
・
・
・
・

肥
後
⾟
島
家
略
系
図
・
・
・
・
・
・
・
・
・

展
⽰
資
料
⼀
覧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

主
な
参
考
⽂
献
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2949656770717277 18
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初
代
・
与
三
左
衛
門
か
ら
第
十
代
・
多
喜
次
ま
で
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⾟
島
⽒
は
、
家
系
図
や
先
祖

せ
ん
ぞ

附づ
け

な
ど
に
よ
る
と
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
系

⽒
族
で
、
本
姓
は
漆
島
、
豊
前
国
宇
佐
郡
⾟
島
郷
に
居
住
し
た
こ
と
に
よ
り
、

⾟
島
︵
⾟
嶋
・
韓
島
と
も
︶
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
豊
前
⾟
島
⽒
は
、
宇
佐
⼋
幡
宮
の
神
職
を
代
々
務
め
た
と
い
い
、
養
⽼

四
年
︵
七
⼆
〇
︶
に
は
、
⼀
族
の
⾟
島

か
ら
し
ま
の

勝す
ぐ
り

代よ

⾖ず

⽶め

が
元
正
天
皇
の
命
を
受
け
、

⼤
隅
・
⽇
向
の
反
乱
を
鎮
圧
し
た
こ
と
が
﹁
扶
桑

ふ
そ
う

略
記

り
や
つ
き

﹂
な
ど
に
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。 辛

島
氏
の
祖

戦
国
時
代
に
は
、
豊
前
⾟
島
⽒
の
庶
流
と
さ
れ
る
浄
阿
弥
が
、
河
内
国
若
江

郡
の
名
主
を
務
め
、
⼦
の
与
三
左
衛
⾨
が
跡
を
継
い
で
い
ま
す
。

こ
の
与
三
左
衛
⾨
が
天
正
か
ら
慶
⻑
年
間
に
、
肥
後
国
に
浪
⼈
と
し
て
移
住

し
、
僧
と
な
っ
て
い
た
三
男
・
惣
兵
衛
︵
第
⼆
代
︶
も
⽗
に
続
い
て
移
り
住
ん

だ
こ
と
が
家
系
図
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
代
・
仁
左
衛
⾨
は
喜
庵
と
号
し
、
⽩
⾕
道
哲
に
学
び
、
熊
本
城
下
で
町

医
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

肥
後
⾟
島
家
の
家
系
図
で
は
、
浄
阿
弥
を
祖
と
し
て
い
ま
す
が
、
肥
後
に
住

み
始
め
た
与
三
左
衛
⾨
を
初
代
に
数
え
て
い
ま
す
。

浄
阿
弥
、
与
三
左
衛
⾨
か
ら
仁
左
衛
⾨
ま
で
は
関
係
史
料
が
乏
し
く
、
与
三

左
衛
⾨
が
肥
後
国
に
移
住
し
た
時
期
を
含
め
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

肥
後
辛
島
家
の
は
じ
ま
り

辛
島

か

ら

し

ま

氏し

家
系

か

け

い

「
辛
島
氏
家
系
」
と
題
さ
れ

た
、
肥
後
辛
島
家
の
家
系
図
。

肥
後
辛
島
家
の
祖
で
あ
る
浄

阿
弥
か
ら
第
十
二
代
・
格

い
た
る

ま
で

の
別
名
や
経
歴
な
ど
が
漢
文
体

で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

別
に
第
八
代
・
才
蔵
ま
で
を

記
載
し
た
家
系
図
が
あ
り
、
本

資
料
は
そ
の
内
容
を
踏
襲
し
、

第
九
代
・
大
七
以
降
は
、
先
祖

せ

ん

ぞ

附づ
け

や
墓
碑
銘

ぼ

ひ

め

い

な
ど
を
参
考
に
し

て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

辛
島
家
歴
代
当
主
の
業
績
や

血
縁
関
係
を
知
る
う
え
で
欠
か

せ
な
い
基
礎
資
料
と
い
え
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
資
料
編
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

明
治
時
代

肥
後
辛
島
家
の
系
譜

１
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辛
嶋

か

ら

し

ま

家け

累
代

る

い

だ

い

霊
位

れ

い

い

初
代
・
与
三
左
衛
門
か
ら
第
十
二
代
・
格

い
た
る

夫
妻
ま
で
の
辛
島
家
歴
代
当

主
と
そ
の
夫
人
の
霊
位
と
没
年
月
日
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

代
々
の
霊
位
の
末
尾
に
「
神
主

し
ん
し
ゆ

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
儒
教
の
葬
礼
様

式
に
な
ら
い
、
先
祖
を
祀
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
十
代
・
多
喜
次
ま
で
は
同
筆
で
あ
る
が
、
彜
蔵

つ
ね
ぞ
う

の
表
記
が
な
く
、
格

を
第
十
一
世
と
し
、
ま
た
格
夫
妻
は
法
名
で
追
記
さ
れ
て
い
る
。 明

治
時
代

先
祖
の
霊
を
祀
る

３

先
祖

せ

ん

ぞ

附づ

け

并
な
ら
び
に

御
奉
公

ご

ほ

う

こ

う

附づ

け

第
四
代
・
道ど

う

珠し
ゆ

か
ら
第
九
代
・
大
七
ま
で
、
辛
島
家
歴
代
当
主
の
勤
務

実
績
や
昇
進
・
褒
賞
な
ど
を
記
録
し
た
「
先
祖
附
」
と
、
第
十
代
・
多
喜

次
の
「
御
奉
公
附
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

内
容
や
文
言
に
つ
い
て
、
加
筆
・
訂
正
の
あ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
た

め
、
藩
庁
に
提
出
す
る
前
の
原
稿
段
階
の
資
料
と
推
定
さ
れ
る
。

歴
代
当
主
の
勤
務
実
績

２

江
戸
時
代
後
期

（部分 拡大）
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寛
⽂
⼋
年
︵
⼀
六
六
⼋
︶

宇
⼟
藩
に
仕
官

天
和
元
年
︵
⼀
六
⼋
⼀
︶

熊
本
藩
に
仕
官
、
学
問
師
役
に
任
命

﹁
肥
州
古
城
主
考
﹂
を
著
す

元
禄
⼆
年
︵
⼀
六
⼋
九
︶

﹁
肥
州
名
勝
略
記
﹂
を
著
す

略
歴

第
四
代
・
道ど

う

珠し
ゆ

は
、
少
年
期
に
朱
⼦
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
常
光
寺
︵
妙
永

寺
︶
の
⽇
収
や
⽇
芳
に
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
⽇
収
に
は
、
﹁
国こ

く

郡ぐ
ん

⼀
統

い
つ
と
う

志し

﹂

の
著
者
・
北
島

き
た
じ
ま

雪
⼭

せ
つ
さ
ん

も
同
時
期
に
学
ん
で
い
ま
す
。

⽇
収
の
死
後
は
、
京
都
に
赴
き
、
江
村

え
む
ら

全
庵

ぜ
ん
あ
ん

や
⼭
崎

や
ま
ざ
き

闇あ
ん

斎さ
い

と
い
っ
た
当
代
⼀

流
の
朱
⼦
学
者
の
⾨
を
叩
い
て
い
ま
す
。
熊
本
に
戻
り
、
町
医
者
と
し
て
活
動

し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
学
問
が
認
め
ら
れ
、
宇
⼟
藩
︵
四
年

で
致
仕
︶
、
つ
い
で
微
禄
で
は
あ
っ
た
も
の
の
熊
本
藩
の
学
問
師
役
と
し
て
登

⽤
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
先
⽴
つ
寛
⽂
九
年
︵
⼀
六
六
九
︶
に
は
、
藩
内
で
隆
盛
を
誇
っ
た
北

島
雪
⼭
ら
陽
明
学
派
が
追
放
さ
れ
て
お
り
、
道
珠
の
仕
官
と
の
関
係
性
が
注
⽬

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
﹁
道
珠
﹂
と
い
う
名
は
、
幕
府
や
朝
廷
で
診
療
を
担
当
し
た
こ
と
も

あ
る
法
印
・
武
⽥
道
安
に
賜
っ
た
と
家
系
図
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
道
珠

と
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
か
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

道
珠
と
朱
子
学

寛
⽂
七
年

︵
⼀
六
六
七
︶

北
島
雪
⼭
﹁
国
郡
⼀
統
志
﹂

天
和
元
年

︵
⼀
六
⼋
⼀
︶

⾟
島
道
珠
﹁
肥
州
古
城
主
考
﹂

元
禄
⼆
年

︵
⼀
六
⼋
九
︶

⾟
島
道
珠
﹁
肥
州
名
勝
略
記
﹂

宝
永
六
年

︵
⼀
七
〇
九
︶

井
澤
幡
⿓
﹁
肥
後
地
誌
略
﹂

享
保
⼗
三
年
︵
⼀
七
⼆
⼋
︶

成
瀬
久
敬
﹁
新
編
肥
後
国
誌
草
稿
﹂

明
和
九
年

︵
⼀
七
七
⼆
︶

森
本
⼀
瑞
﹁
肥
後
国
誌
﹂

肥
後
国
の
主
な
近
世
地
誌

江
⼾
時
代
に
は
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
や
芸
術
、
⽂
化
が
花
開
き
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
寺
社
・
名
所
・
旧
跡
な
ど
を
﹁
地
誌
﹂
と
し
て
編
集
し

た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

肥
後
国
に
お
け
る
地
誌
編
集
は
、
北
島

き
た
じ
ま

雪
⼭

せ
つ
さ
ん

の
﹁
国こ

く

郡ぐ
ん

⼀
統

い
つ
と
う

志し

﹂
に
始
ま

り
、
⾟
島

か
ら
し
ま

道ど
う

珠し
ゆ

の
﹁
肥
州
古
城
主
考
﹂
﹁
肥
州
名
勝
略
記
﹂
と
続
き
ま
す
。
こ

の
三
冊
は
、
藩
に
よ
る
国
絵
図
︵
地
図
︶
作
成
時
に
資
料
と
し
て
活
⽤
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
誌
が
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
成
瀬
久
敬
﹁
新

編
肥
後
国
誌
草
稿
﹂
が
肥
後
国
の
地
誌
の
完
成
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
﹁
草
稿
﹂
を
森
本
⼀
瑞
が
増
補
・
改
訂
し
た
﹁
肥
後
国
誌
﹂
が
広
く
普

及
し
た
こ
と
に
よ
り
、
郷
⼟
の
歴
史
が
断
絶
す
る
こ
と
な
く
現
代
に
伝
わ
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

地
誌
の
編
集
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肥ひ

州
し
ゆ
う

古
城

こ

じ

よ

う

主し

ゆ

考こ

う

肥
後
中
世
城
の
記
録

４

江
戸
時
代

第
四
代
・
道ど

う

珠し
ゆ

の
著
作
と
し
て
「
肥
後
古
城
主
考
」
の
書
名
で
知
ら

れ
、
肥
後
国
内
の
中
世
城
の
城
主
と
来
歴
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。

本
資
料
は
上
下
二
冊
か
ら
成
り
、
巻
頭
に
「
肥
後
国
古
城
主
考
之
上

（
下
）
目
録
」
（
目
次
）
、
内
題
の
下
に
「
肥
後
儒
臣
辛
嶋
道
珠
著
」
と

墨
書
が
あ
る
が
、
奥
書
が
な
く
作
成
年
代
等
は
不
明
で
あ
る
。

道
珠
の
「
肥
州
古
城
主
考
」
は
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
の
著
作

で
、
『
新
訂
肥
後
文
献
解
題
』
で
は
、
「
古
城
址
五
十
五
ヶ
処
」
の
記
載

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
資
料
に
は
五
十
九
ヶ
所
の
記
述
が
あ
る
。

肥ひ

州
し
ゆ
う

古
城

こ

じ

よ

う

主し

ゆ

考こ

う

「
肥
州
古
城
主
考
」
の
写
本
の
う
ち
、
熊
本
近
世
史
の
会
や
肥
後
金
石

研
究
会
で
活
躍
さ
れ
た
森
下

も
り
し
た

功
い
さ
お

氏
が
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

奥
書
に
「
文
政
二
卯
年
閏
四
月

東
氏
ニ
請
而
書
写
之

木
造
正
斎
」

と
あ
り
、
楷
書
の
漢
文
体
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
「
肥
州
古
城
主
考
」

は
、
の
ち
に
森
本
一
瑞
・
横
田
氏
敦
に
よ
り
「
古
城
考
」
（
『
肥
後
文
献

叢
書
』
所
収
）
と
し
て
大
幅
に
増
補
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
「
肥
州
古
城
主
考
」
は
、
高
野

た

か

の

和
人

か

ず

と

氏
「
近
世
肥
後
の
学
者
た

ち
」
で
史
料
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

森
下
功
氏
の
収
集
本

５
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ま
た
、
全
文
は
楷
書
の
片
仮
名
文
で
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
特
徴
と
し
て

フ
リ
ガ
ナ
が
多
く
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
な
か
に
、

「
懐
良
」
親
王
に
「
ヤ
ス
ナ
ガ
」
、
「
金
峯
山
」
に
「
キ
ン
ブ
ゼ
ン
（
キ

ン
ブ
ザ
ン
）
」
と
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

な
お
、
『
肥
後
国
地
誌
集
』
に
は
、
森
下

も
り
し
た

功
い
さ
お

氏
に
よ
る
「
肥
後
名
勝
略

記
」
の
翻
刻
文
な
ら
び
に
解
題
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

肥ひ

州
し
ゆ
う

名
勝

め
い
し
よ
う

略
記

り

や

つ

き

郷
土
の
歴
史
を
伝
え
る

６

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

第
四
代
・
道ど

う

珠し
ゆ

が
熊
本
藩
内
の
名
所
・
旧
跡
な
ど
の
調
査
を
も
と
に
著

作
し
た
地
誌
で
、
上
下
二
冊
か
ら
成
る
。
一
般
的
に
は
「
肥
後
名
勝
略

記
」
の
書
名
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
や
永
青
文
庫
本
は
「
肥
州
名

勝
略
記
」
と
題
す
る
。

本
資
料
は
、
上
巻
に
飽
田
郡
ほ
か
三
郡
、
下
巻
に
は
八
代
郡
ほ
か
七
郡

を
収
録
し
、
上
巻
巻
頭
と
下
巻
巻
末
に
「
蔵
斎
主
人
」
の
朱
印
、
ま
た
下

巻
に
は
「
元
禄
二
年
己
巳
九
月
応
命
上
」
の
奥
書
が
あ
る
。
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肥
後

ひ

ご

名
勝

め
い
し
よ
う

略
記

り

や

つ

き

牛
島
本
と
同
じ
く
、
森
下

も
り
し
た

功
い
さ
お

氏
の
旧
蔵
本
で
、
奥
書
を
欠
く
が
、
巻
頭

に
「
葉
山
蔵
書
」
の
新
印
と
「
白
垣
印
章
」
の
古
印
が
あ
り
、
表
紙
に
は

「
白
垣
」
の
墨
書
が
あ
る
。

本
資
料
は
、
行
書
の
平
仮
名
文
で
書
写
さ
れ
、
牛
島
本
に
比
べ
て
内
容

に
追
記
が
あ
り
、
書
写
年
代
は
江
戸
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
後
期

肥
州
名
勝
略
記

白
垣
本

８

肥ひ

州
し
ゆ
う

名
勝

め
い
し
よ
う

略
記

り

や

つ

き

「
肥
州
名
勝
略
記
」
は
、
数
多
く
の
書
写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、

本
資
料
は
森
下

も
り
し
た

功
い
さ
お

氏
の
旧
蔵
本
で
あ
り
、
森
下
氏
に
よ
る
「
肥
州
名
勝
略

記
」
の
校
訂
時
に
底
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
宝
暦
十
三
癸
未
中
春
写
焉
」
「
飽
田
郡
河
内
之
住
人

牛
嶋
氏
公
道

六
十
九
歳
」
の
奥
書
が
あ
り
、
楷
書
の
片
仮
名
文
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

肥
州
名
勝
略
記

牛
島
本

７

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
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元
禄
九
年
︵
⼀
六
九
六
︶

道
専
、
学
問
師
役
に
任
命

宝
永
七
年
︵
⼀
七
⼀
〇
︶

義
先
、
学
問
師
役
に
任
命

宝
暦
三
年
︵
⼀
七
五
三
︶

義
助
、
学
問
師
役
に
任
命

同
四
年
︵
⼀
七
五
四
︶

義
助
、
時
習
館
訓
導
に
任
命

略
歴

熊
本
藩
校
・
時
習
館
の
設
⽴
に
尽
⼒
し
、
初
代
の
教
授
に
任
命
さ
れ
た
秋
⼭

儀
右
衛
⾨
︵
⽟
⼭

ぎ
よ
く
ざ
ん

︶
と
第
六
代
・
義
先
は
、
﹁
莫
逆

ば
く
ぎ
や
く

の
友
﹂
︵
無
⼆
の
親
友
︶

と
記
録
さ
れ
る
ほ
ど
の
間
柄
で
し
た
。

享
保
⼗
⼋
年
︵
⼀
七
三
三
︶
⼋
⽉
⼆
⽇
、
江
⼾
滞
在
中
の
義
先
が
急
逝
し
、

ま
た
そ
の
妻
も
同
じ
⽇
に
熊
本
で
死
去
し
た
と
い
い
ま
す
。

死
の
間
際
に
、
義
先
か
ら
後
事
を
託
さ
れ
た
⽟
⼭
は
、
帰
藩
後
す
ぐ
に
⾟
島

家
を
訪
れ
、
幼
く
し
て
孤
児
と
な
っ
た
義
助
を
慰
め
、
諸
事
を
指
⽰
し
、
⾟
島

家
存
続
に
⼿
を
尽
く
し
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐

か

い

も
あ
っ
て
、
義
助
は
藩
か
ら
扶
持
⽶

ふ

ち

ま

い

を
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
は
⽟

⼭
の
薫
陶
を
受
け
て
成
⻑
し
、
⽟
⼭
の
江
⼾
赴
任
に
も
同
⾏
し
て
い
ま
す
。

義
助
は
、
の
ち
⻘せ

い

渓け
い

と
号
し
、
時
習
館
設
⽴
時
に
訓
導

く
ん
ど
う

に
抜
擢

ば
つ
て
き

さ
れ
、
そ
の

⼦
・
才
蔵
︵
塩
井

え
ん
せ
い

︶
は
最
⾼
位
の
教
授
ま
で
昇
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ

と
え
に
⽟
⼭
の
恩
恵
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

辛
島
家
の
恩
人

秋
山
玉
山

辛
島

か

ら

し

ま

道
専

ど

う

せ

ん

辞
世

じ

せ

い

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）

道
専

最
期
の
こ
だ
わ
り

９

第
五
代
・
道
専
は
、
父
・
道
珠
の
跡
を
継
ぎ
、
四
十
年
に
わ
た
っ
て
学

問
師
役
を
務
め
た
が
、
晩
年
は
大
病
を
患
い
、
職
を
辞
し
て
い
る
。

辞
職
後
は
、
自
宅
で
療
養
を
続
け
て
い
た
が
、
迫
る
死
を
予
感
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
辞
世
を
残
し
て
い
る
。

辞
世
に
は
修
正
が
み
ら
れ
、
最
期
ま
で
字
句
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

道
専
は
、
こ
の
辞
世
を
詠
ん
だ
一
月
後
に
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。
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玉
山

ぎ
よ
く
ざ
ん

先
生

せ

ん

せ

い

詩
集

し

し

ゆ

う

辛
島
家
と
関
わ
り
の
深
い
秋
山

あ
き
や
ま

玉
山

ぎ
よ
く
ざ
ん

に
は
、
学
校
創
設
・
詩
集
出
版
・

富
士
登
山
の
終
生
の
「
三
願
」
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
学
校
創
設
は
、
藩
校
・
時
習
館
の
設
立
を
も
っ
て
成
就

し
、
詩
集
出
版
は
、
玉
山
に
養
育
さ
れ
た
第
七
代
・
義
助
が
四
百
五
十
首

余
り
の
漢
詩
を
六
巻
に
編
集
・
出
版
し
た
こ
と
に
よ
り
願
い
が
叶
っ
た
。

「
辛
黒
光
輔
」
は
、
幼
名
・
黒
之
允
、
諱
・
光
輔
を
表
記
し
て
お
り
、

本
資
料
は
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
玉
山
に
対
す
る
、
義
助
の
恩
返
し
の
作

品
と
い
え
る
。

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

義
助
の
恩
返
し

11

辛
島

か

ら

し

ま

道ど

う

専せ

ん

覚
書

お
ぼ
え
が
き

道
専
の
終
活

10

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）

第
五
代･

道
専
か
ら
子
息
・

義
先
へ
宛
て
た
覚
書
で
、
辞
世

と
同
時
期
に
作
成
さ
れ
て
い

る
。文

面
か
ら
は
、
金
銭
や
物
品

の
返
済
処
理
を
依
頼
す
る
と
と

も
に
、
先
祖
の
供
養
や
墓
の
管

理
に
つ
い
て
、
遺
言
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

道
専
の
几
帳
面
な
性
格
や
決

し
て
裕
福
と
は
い
え
な
か
っ
た

当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
い
っ

た
、
辛
島
家
の
「
生
の
声
」
を

伝
え
る
資
料
と
い
え
る
。
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安
永
五
年
︵
⼀
七
七
六
︶

時
習
館
句
読
師
に
任
命
︵
辞
退
︶

天
明
三
年
︵
⼀
七
⼋
三
︶

時
習
館
訓
導
助
役
に
任
命

同
六
年
︵
⼀
七
⼋
六
︶

時
習
館
訓
導
に
任
命

享
和
⼆
年
︵
⼀
⼋
〇
⼆
︶

昌
平
坂
学
問
所
に
招
聘

⽂
化
元
年
︵
⼀
⼋
〇
四
︶

時
習
館
助
教
に
任
命

⽂
政
四
年
︵
⼀
⼋
⼆
⼀
︶

時
習
館
教
授
に
任
命

同
⼋
年
︵
⼀
⼋
⼆
五
︶

病
気
に
よ
り
辞
任

天
保
元
年
︵
⼀
⼋
三
〇
︶

時
習
館
教
授
に
再
任
命

同
⼗
年
︵
⼀
⼋
三
九
︶

病
気
に
よ
り
辞
任
、
死
去

略
歴

第
七
代
・
義
助
の
嫡
男
と
し
て
⽣
ま
れ
た
才
蔵
は
、
⼗
⼀
歳
で
時
習
館
に
⼊

り
、
明
和
五
年
︵
⼀
七
六
⼋
︶
に
時
習
館
の
句
読

く
と
う

斎さ
い

か
ら
講
堂
に
進
学
し
て
い

ま
す
。
安
永
五
年
︵
⼀
七
七
六
︶
に
は
句
読

く
と
う

師し

に
任
命
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
と

き
は
﹁
⾳
義
未
熟
﹂
と
し
て
、
辞
退
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
勤
学
を
怠
ら
ず
、
天
明
六
年
︵
⼀
七
⼋
六
︶
に
は
、
訓
導

く
ん
ど
う

助
役

じ
よ
や
く

か

ら
訓
導
に
昇
任
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
⽗
・
義
助
も
い
ま
だ
健
在
で
、
訓

導
と
し
て
三
⼗
年
余
り
そ
の
職
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
﹁
⽗
⼦
同
僚
﹂
の
例
は
極
め
て
少
な
く
、
藩
内
で
⼤
い
に
称
賛
さ
れ
た

と
い
い
ま
す
。

父
子
同
僚

才
蔵
は
、
第
四
代
・
道ど

う

珠し
ゆ

と
同
じ
﹁
塩
井

え
ん
せ
い

﹂
と
号
し
、
時
習
館
教
員
と
し
て

藩
⼠
の
教
育
に
⻑
く
携
わ
り
、
数
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
ま
す
。

才
蔵
が
時
習
館
の
助
教
を
勤
め
て
い
た
当
時
、
﹁
⽂
⽂
卿
、
詩
紫
溟
、
才
才

蔵
、
⾺
⿅
⾺
成
﹂
と
市
中
で
噂
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹁
⽂
卿
﹂
は
⼤
城

お
お
き

多た

⼗
郎

じ
ゆ
う
ろ
う

︵
壺こ

梁り
よ
う

・
助
教
︶
、
﹁
紫
溟

し
め
い

﹂
は
⾼
本

た
か
も
と

慶
蔵

け
い
ぞ
う

︵
紫

溟
・
教
授
︶
、
﹁
⾺
成
﹂
は
有
⾺

あ
り
ま

源
内

げ
ん
な
い

︵
⽩
嶼

は
く
し
よ

・
訓
導

く
ん
ど
う

︶
の
こ
と
で
、
当
時
の

時
習
館
関
係
者
の
名
前
を
も
じ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
﹁
才
蔵
、
今
儒
⾂
ナ
リ
、
甚
才
名
ア
リ
ト
云
﹂
︵
岡
野
逢
原

﹁
逢
原
記
聞
﹂
︶
、
﹁
才
蔵
才
、
不
負
其
名
﹂
︵
頼
春
⽔
﹁
師
友
志
﹂
︶
と
い

っ
た
よ
う
に
、
才
蔵
の
⼈
物
評
は
そ
の
名
前
に
関
連
付
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

才
の
才
蔵

藩
主
の
参
勤
交
代
に
従
っ
て
才
蔵
も
た
び
た
び
江
⼾
に
赴
き
、
滞
在
中
に
は

江
⼾
や
諸
藩
の
知
識
⼈
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

享
和
⼆
年
︵
⼀
⼋
〇
⼆
︶
に
は
、
幕
府
の
招
聘

し
よ
う
へ
い

を
受
け
、
昌
平
坂
学
問
所
で

経
学
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
藩
⼠
の
⽴
場
で
招
か
れ
た
の
は
、
広
島
の
頼ら

い

春
⽔

し
ゆ
ん
す
い

︵
頼ら

い

⼭
陽

さ
ん
よ
う

の
⽗
︶
、
薩
摩
の
⾚
崎

あ
か
さ
き

海
⾨

か
い
も
ん

ら
、
数
⼈
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
藩
の
⼈
は
、
熊
本
藩
⼠
に
会
う
と
、
﹁
⾟
島
先
⽣
恙つ

つ
が

無
き
や
否
や
﹂
と
必

ず
質
問
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

辛
島
先
生
は
お
元
気
で
す
か
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学が

く

政せ

い

或わ

く

問も

ん

才
蔵
が
朱
子
学
の
考
え
を
基
本
に
、
「
学
政
」
（
教
育
行
政
）
を
論
じ

た
も
の
で
、
「
公
退
観
省
」
と
並
び
、
才
蔵
の
主
著
に
挙
げ
ら
れ
る
。

問
答
形
式
で
、
学
校
の
在
り
方
や
教
育
方
針
な
ど
の
諸
問
題
を
取
り
上

げ
、
個
人
の
長
所
や
適
性
に
合
わ
せ
た
人
材
育
成
方
法
な
ど
を
論
じ
て
お

り
、
そ
の
教
育
論
は
現
代
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

な
お
、
「
公
退
観
省
」
と
同
じ
く
、
本
資
料
に
も
居
寮
生
な
ど
に
つ
い

て
論
じ
た
「
学
政
或
問
附
録
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

才
蔵
の
教
育
論

13

公
退
観
省

こ

う

た

い
か
ん

し
よ

う

行
政
の
参
考
書

12

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

熊
本
藩
家
老
・
米
田

こ

め

だ

監
物

け
ん
も
つ

（
是
睦
）
の
命
を
受
け
、
行
政
の
参
考
と
な

る
格
言
三
百
六
句
を
「
論
語
」
「
孟
子
」
な
ど
の
儒
学
書
か
ら
選
出
し

た
、
第
八
代
・
才
蔵
の
主
著
の
ひ
と
つ
。

修
己
、
治
人
、
選
挙
、
刑
法
、
田
賦
、
国
用
、
学
校
、
祭
礼
、
市
政
の

各
項
目
に
分
類
し
、
本
資
料
に
は
引
用
元
を
示
す
「
論
」
（
論
語
）
な
ど

の
書
き
込
み
が
み
ら
れ
る
。

な
お
、
本
資
料
に
は
、
同
様
に
藩
主
・
細
川
忠
利
な
ど
の
逸
話
か
ら
編

集
し
た
「
公
退
観

こ
う
た
い
か
ん

省
外

し
よ
う
が
い

録ろ
く

」
と
い
う
附
録
が
あ
る
。
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会か

い

約や

く

江
戸
時
代
後
期

辛
島
塾
の
規
則

15

藩
臣
閥
閲
録

は

ん

し

ん

ば

つ

え

つ

ろ

く

草
稿

そ

う

こ

う

熊
本
藩
士
の
業
績
評
価

14

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

第
八
代
・
才
蔵
が
藩
命
に
よ
り
「
御
家
中
武
功
之
家
筋
」
を
調
査
し
、

「
三
段
位
」
に
「
段
分
け
」
す
る
た
め
に
検
証
・
作
成
し
た
記
録
で
、
上

中
下
の
三
冊
か
ら
成
る
。

「
閥
閲

ば
つ
え
つ

」
（
功
績
）
の
名
の
と
お
り
、
関
ヶ
原
の
戦
い
や
天
草
・
島
原

一
揆
に
お
け
る
武
功
や
、
戦
死
・
殉
死
な
ど
、
藩
士
の
先
祖
の
功
績
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

当
初
の
予
定
ど
お
り
「
第
二
段
」
「
第
三
段
」
と
朱
書
で
書
き
込
み
が

あ
る
が
、
「
政
府
再
議
ア
リ
テ
段
分
ケ
ニ
ハ
不
及
」
と
な
り
、
結
局
は
段

分
け
の
表
記
を
な
く
し
、
書
き
直
し
た
も
の
を
藩
に
提
出
し
て
い
る
。

家
塾
は
、
藩
校
と
な
ら
ぶ
藩
士
の
教
育
施
設
で
あ
り
、
辛
島
家
も
才
蔵

の
と
き
に
開
い
て
い
た
。

本
資
料
は
、
そ
の
塾
の
規
則
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
他
塾
の
規
則

に
も
み
ら
れ
る
私
語
や
飲
酒
の
禁
止
の
ほ
か
、
整
理
整
頓
や
掃
除
の
徹
底

な
ど
、
現
代
の
校
則
に
も
通
じ
る
部
分
が
多
い
。

後
半
部
分
に
は
、
約
一
六
〇
人
の
塾
生
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

他
藩
か
ら
の
入
門
者
も
多
く
み
ら
れ
る
。
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⽂
政

六
年
︵
⼀
⼋
⼆
三
︶

⼤
七
、
才
蔵
の
養
⼦
と
な
る

天
保
⼗
⼆
年
︵
⼀
⼋
四
⼀
︶

多
喜
次
、
時
習
館
句
読
師
に
任
命

安
政

⼆
年
︵
⼀
⼋
五
五
︶

多
喜
次
、
時
習
館
訓
導
に
任
命

略
歴

第
⼋
代
・
才
蔵
に
は
、
学
問
・
詩
⽂
に
優
れ
、
将
来
を
⼤
い
に
期
待
さ
れ
て

い
た
嫡
男
・
啓
太
が
い
ま
し
た
が
、
⽂
化
元
年
︵
⼀
⼋
〇
四
︶
に
⼆
⼗
⼀
歳
の

若
さ
で
病
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

時
習
館
教
授
・
⾼
本

た
か
も
と

紫
溟

し
め
い

は
、
啓
太
の
墓
誌
に
﹁
秀
⽽

し
ゆ
う
じ

不
実

ふ
じ
つ

﹂
︵
と
て
も
優

れ
た
才
能
を
持
っ
て
い
た
の
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
︶
と
﹁
論
語
﹂
の
⾔
葉
を

引
⽤
し
、
そ
の
死
を
惜
し
み
ま
し
た
。

こ
の
と
き
啓
太
に
は
妻
⼦
が
な
く
、
そ
の
死
に
よ
り
⾟
島
家
は
相
続
者
が
不

在
と
な
る
事
態
を
迎
え
ま
し
た
。

啓
太
の
死
か
ら
⼆
年
後
、
才
蔵
に
多
喜
次
が
誕
⽣
し
て
い
ま
す
が
、
年
少
の

た
め
、
同
じ
熊
本
藩
⼠
の
岩
越
⽒
か
ら
⼤
七
が
養
⼦
に
迎
え
ら
れ
、
⾟
島
家
を

相
続
し
て
い
ま
す
。

成
⻑
し
た
多
喜
次
は
、
蘭ら

ん

軒け
ん

と
号
し
、
病
気
を
患
っ
た
⼤
七
に
代
わ
っ
て
家

を
継
ぎ
、
時
習
館
句
読

く
と
う

師し

・
訓
導

く
ん
ど
う

を
務
め
て
い
ま
す
。

秀
で
て
実
ら
ず

覚
書

お
ぼ
え
が
き

（
写
）

明
治
時
代

辛
島
家
の
自
宅
の
変
遷

16

辛
島
家
の
自
宅
の
変
遷
を
記

録
し
た
本
資
料
に
よ
る
と
、
辛

島
家
は
熊
本
城
下
塩
屋
町

し

お

や

ま

ち

の
町

屋
に
居
住
し
て
い
た
。

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
、

第
七
代
・
義
助
の
と
き
に
手
狭

と
な
っ
た
町
屋
に
代
わ
っ
て
、

中
根
平
兵
衛
旧
宅
の
借
用
が
認

め
ら
れ
、
転
居
し
て
い
る
。

こ
の
「
堀
端
屋
敷
」
は
、
第

九
代
・
大
七
の
家
督
相
続
時
に

正
式
に
藩
か
ら
与
え
ら
れ
た
拝

領
屋
敷
と
な
り
、
明
治
時
代
ま

で
子
孫
が
居
住
し
て
い
る
。

屋
敷
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

こ
ぼ
れ
話
②
・
③
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

（部分）
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